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RI 会長メッセージ 
 
無敵の組み合わせ 
  

2016-17 年度 国際ロータリー 

会長 ジョン・ジャーム 
 
 
ロータリアンの皆さま、

1917 年夏、アメリカが

第一次世界大戦に参戦

してからわずか数か月

後、ロータリーはアトラ

ンタで第 8 回年次大会

を開きました。当時の多

くのロータリアンは、こ

の大会は中止されるべ

きだと考えましたが、理

事会は結局、予定通りに開催するという創始者

ポール・ハリスの案に同意しました。不安と恐

怖が渦巻く中、ハリスは大会の歓迎の辞で、後

にロータリーで最も多く引用されることになる

次の言葉を残しています。 

 

 「個人の努力が十分に向けられた時、多くを

成し遂げることができますが、最大の善は、多

くの人の努力が結集することから実現するもの

です。個人の努力は個人のニーズに向けること

ができます。しかし、大勢の努力の結集は、人

類への奉仕にささげられるに違いありません。

結集された努力に限界はありません」 

 

 当時の会長、アーチ C. クランフが「世界で

よいことをする」ためにロータリーの基金の設

立を提案したのも、まさにこの大会でした。結

集された努力に、結集されたリソースという新

しい力が加わったのです。過去 100 年間のロー

タリーのあくなき活動を支えてきたのは、この

結集です。今日、財団のないロータリーという

のは、想像に難いものです。ロータリーを、ロ

ーカルのクラブから、世界を変える力を持つ「よ

いこと」をする国際的な組織へと発展させたの

はロータリー財団でした。 

 

 今年度、財団生誕の地、アトランタでロータ

リー財団 100 周年の祝賀が行われます。第 108 

回国際ロータリー年次大会は、これまでで最も

エキサイティングな大会の一つとなることをお

約束します。感動を与える講演、素晴らしいエ

ンターテインメント、幅広い分野にわたる分科

会は、皆さんがロータリーの奉仕を前進させる

のに役立つでしょう。もちろん、財団 100 周年

を盛大に祝うことになるでしょう。 

 

 国際大会の常連の人も、ここ数年出席してい

ないという人も、一度も出席したことがないと

いう人も、2017 年国際大会は絶対に見逃すこと

のできない大会です。アトランタは、地元料理、

親切な人々、多くの見どころのある魅力的な街

です。しかしながら、国際大会に出席する真の

理由はいつも、大会そのもの、そして、皆さん

がそこで見つける、人々、アイデア、感動、友

情にあります。詳しい情報と登録（今登録すれ

ば割引が適用されます）は、 

www.riconvention.org/ja をご覧ください。ア

トランタでお会いしましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ガバナーメッセージ 
 

国際ロータリー第 2640 地区 

ガバナー 福井 隆一郎 
 
皆様 こんにちは ９月にな

り、まだまだ残暑が厳しい日が続

きますが、夏のお疲れを残さない

よう、これからの素晴らしい秋を、

お楽しみください。10 月には地区

大会が開催されます。今準備に大

わらわですが、皆様に喜んでいた

だけるよう頑張っております。皆

様こぞってご参加賜りますよう、

心よりお祈り申し上げます。 

 

公式訪問 

岸和田南ＲＣをかわきりに、各クラブを訪問を順調に

させていただいております。各クラブからは大変な歓迎

をいただき、感謝しています。温かいおもてなしに心よ

り御礼申し上げます。８月中には３０クラブを回らせて

いただく予定で、私自身十分体に気をつけて、皆様とお

目にかかるのを楽しみにしています。公式訪問させてい

ただいたクラブの写真やコメントを順次ホームページに

アップさせていただいております。どうぞご覧ください。 

 

御坊市長に表敬訪問 

御坊ＲＣ、御坊東ＲＣ、御坊南ＲＣ各会長と御坊市長

を表敬訪問しました。先日の全国的に有名になった御坊

市長選で、見事再選された市長は、大変温かみのある方

で、市の発展、ロータリーとの協力を、お話ししました。

当日、ロサンゼルスからリトルトウキョウＲＣの中曽根

さんがお越しになって、ご一緒にお話をしました。ロー

タリーと地元の市との結びつきは今後も大事にしていか

なくては、ならないと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

増強委員会 

垂井委員長が今期の最初の委員会を開催していただき

ました。近年にない１００名を超える各クラブの委員が

集まっていただきました。それぞれのクラブの喫緊の課

題でもあり、多くの意見が交わされました。そのとき出

た意見をまとめましたのでご参考に。 

１． 地区の問題が大きかった。→正しい姿になると会員

が戻る 

２．会員減少により金銭面で問題が出る 

３．親睦を深めると会員が増える→大会防止 

４．女性を入れると明るくなる 

５．例会場を変える 

６．例会運営も充実。楽しい例会を考える 

７．準会員・若い人のグループを作る 

８．握手をするといい効果が出る 

９．クラブの歴史を話す 

10．近隣のクラブを訪問する 

11．ロータリーの魅力を話す 

12．地域のＰＲする 

13．会員は多いほうが絶対楽しい 

14．会員一人一人が推薦する。他人任せはダメ。 

15．入会年数の少ない人に話しかける 

16．合同例会・合同事務所を考える 

17．特別会員制度を作る 

18．アルコール例会を時々する 

19．安易にクラブ間の移動が出来ないようにする。 

20．地区が統一した新人会員例会、フォーラムを開催する。 

 

社会奉仕委員会 

笹島委員長が、大変お元気に頑張っていただきました。

「思いやりの心を滋養し行動を起こそう」との表題で委

員会が大勢の会員が集まって開催されました。谷脇委員

は防災という観点で提案されました。各地が今、切実な

問題として挙がっています。当地区も南海トラフ地震が

近年におこるかもしれないという中でロータリーとして

どうあるべきかが問われるところであります。又、ロー

タリーの奉仕活動の中でも取り組みやすい社会奉仕活動

ですが、奥深いものがあります。単なる活動ではなく、

ロータリーとしての社会奉仕は、どうあるべきか？各グ

ループでの意見交換は、充実したものでした。一年ごと

にやる場合又は継続する活動、そしてその成果をいかに

社会にアピールするか。財団との結びつきや地区全体や

分区単位で統一した事業も、考えてみたいと思います。

公共イメージの向上にも力を入れて、世の中にいいこと

をするロータリーを広めていきたい。以上、社会奉仕委

員会はあらゆることを念頭に、各クラブの積極的な活動

を期待するところであります。 

 

ロータリー財団１００周年を祝おう  

ＰＵＢＬＩＣ ＩＭＡＧＥ 

ロータリー財団１００周年記念の記事、広告による公

共イメージ向上を目的に、イベントを主催し、プロジェ

クトを地元メディアで取り上げてもらう。 

１． ＲＩは本記事、広告について、公共イメージ向上に

貢献していると認定し、これに協賛した地区のクラ

ブについて、クラブのイベントとして承認する。 

２．国際ロータリーとロータリー財団に対する認識を深

めて、会員増強に繋げる。 

３．ロータリー平和フェローシップを含め、ロータリー

財団奨学生の応募を促進する。 

４．本記事、広告についての費用として、ロータリアン

一人当たり２５０円の寄付をお願いし、各クラブ→

各地区→本企画実行委員会に集約する。 

５．上記趣旨にご賛同いただける方は、クラブを通じて、

地区事務所へお願いします。どうぞ、よろしくお願

い申し上げます。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月「ロータリーの友月間」についてのお願い 

 
国際ロータリー第 2640 地区 

                   ロータリーの友 地区代表委員 寺﨑 勝彦 

 
拝啓、いまだ暑さが残ります今日この頃、皆様には益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。

さて、9 月は「ロータリーの友月間」となっております。 
ロータリーの友誌に出来る限り 2640 地区の奉仕活動、地域活動が掲載されますように皆様

方のご協力をお願い申し上げます。 
つきましては、下記の通り２つのテーマでご提供をお願いします。 

敬具

記 

○「社会奉仕事業を行った後のメンテナンスを行っているクラブ」 

企画内容 
「友」では、植樹や時計塔・ベンチの寄贈など、地域社会への社会奉仕を行った後、メンテ

ナンス（アフターケア）を行っているクラブについて、写真とともに紹介する特集を組む予

定です。（2016 年 12 月号予定）事業を終了して完了ではなく、その後もメンテナンスを行

っているクラブの情報をお寄せください。 

情報提供の〆切   9 月 13 日（月） 

 

○「郷土芸能・古典芸能を支えるクラブ（地区）」 

企画内容 
郷土かるた、子どもみこしなど、日本各地に伝承される郷土芸能・古典芸能を支えているク

ラブ（地区）の情報を集めています。お正月らしく、1 月号に特集として掲載予定です。 
情報提供の〆切   9 月 20 日（火） 

 

 

いずれも、クラブ名・具体的な内容・採用時の取材のご連絡先を記入していただく情報記入

用紙がございます。 

 
ガバナー事務所まで、お問い合わせください。 

 
御協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 



『ロータリー運動の真髄とは！』 

ガバナー補佐 藤原 重行 
Ｇ分区（旧ＩＭ７組） 

 

私の所属する泉大津ロ

ータリークラブは、昭和

31 年５月に堺ロータリ

ークラブ様のスポンサー

により誕生し、本年度 61
年目の活動を始めました。 

当クラブの名誉会員に

は、中島治一郎先生、小

島 哲先生とガバナーを

経験された２名のパストガバナーがおられ、ク

ラブとして計３回ガバナーを輩出させて頂きま

した。 

 
少し古い話になりますが、「ロータリーの友 

平成 24 年９月号」に徳島南ＲＣの森本奈津子さ

んから『日本から派遣されたＲＩ会長代理』と

云う題で寄稿されております。 
森本さんが 2010 年５月・第 3280 地区（バン

グラデシュ）での奉仕活動を終え、ダッカ空港

から帰国の折、見送りに来て頂いていた 2007～
08 年度ガバナーのラフィック・アマード氏から

「君は、フランク中島を知っているか？」と尋

ねられた話です。 

 
寄稿文は、以前フランク中島（中島治一郎）

はＲＩ会長代理として日本から派遣され当地の

多くのロータリアンに感動を与えた、日本生活

している者にとって全く想像も出来ないバング

ラデシュの習慣や様子、また当時のＷＣＳ活動

についても紹介されていました。 

 
ロータリーは国際的な組織です。地域・地区

毎に人種、言語、宗教、文化、習慣等々多くの

違いがあります。バングラデシュはイスラム教

徒が 83％以上を占めるお国柄で、ＲＩ会長代理

としてキリスト教のカトリックの洗礼を受けて

いる日本人の中島先生の訪問はある意味受け入

れがたいものであったのかもしれません。しか

しながら中島先生のスピーチが当地の多くのロ

ータリアンに感動を与え、以後それが語り事に

なっている事は『世界平和』を提唱するロータ

リーの一端を見たと記されておられ、森本さん

のロータリーライフに心に残る思い出となった

と記されています。 

 
私も入会以来、中島先生には 16 年ご指導を頂

きました。常にロータリーは『人造り』をする

団体との視点を重視され、奉仕することによっ

て先ず自分を造る努力をする。奉仕で得る感動

は、自分の人間性を高め、良心を浄化し、視野

を広める。そして周りに好循環を齎す。 

思い遣り普及の連鎖反応を起こして行くこと

がロータリー運動の真髄であるとおっしゃられ

ていました。 

 

 



地区活動報告 

クラブ社会奉仕委員長会議 

地区社会奉仕委員長  笹島 良雄 

 
開催日 平成 28 年 7 月 30 日 

（13:00～16:30） 

場 所 ルミエール華月殿 

（和歌山市） 

 

 

 

召集者 ガバナー   福井 隆一郎 

    委員長    笹島 良雄 

出席者 エレクト   岡本  浩 

    ガバナー補佐 谷口 寿英、上松瀬 洋 

山下 茂男 

地区幹事   中芝 康順 

地区委員   前     清、谷脇 良樹 

上野山 栄作 

各クラブ委員長  52 クラブ 
 
当日は、阪和道の事故の影響で、開始が約 15 分

遅れました。 

福井ガバナーの懇切なる挨拶、そして岡本エレ

クトの力強い激励等始まりました。終始、ご参加

の皆様の熱意と真情溢れる討議で盛り上がり、誠

に新生 2640 地区の地鳴りを感じられた良い会議

でした。有難う御座いました。 

 

社会奉仕委員会の御連絡 

１．高野山の「ロータリー100 年の森林」植樹し

た木々は、美しく成長しつつあります。10 月

に下草刈りを行います。 

２．「識字率向上運動」年末にかけて、会員の皆様

に呼びかけを致しますので御協力お願いしま

す。 

３．各クラブの奉仕活動の際の資金については、

是非財団援助金の活用をお勧めします。 

４．各クラブの卓和の要請に対して、出来る限り

対応致します。 

 

皆様のクラブが、地域への奉仕活動を通じて、

地域で信頼と評判を高め、会員増強につなげてゆ

かれるよう、祈ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガバナー 福井 隆一郎   エレクト 岡本  浩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



インターアクト年次大会 

精華高校 

2016 年 7 月 24 日 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015-2016年度、インターアクトクラブの冊子表紙。写真

は2015年12月の海外研修（台湾）。 

午後のプログラムは２校１組になり、相手校が行った奉仕活動

の内容を聞き取り、相手校の立場となり、他の参加校のメンバ

ーに聞き取った内容を伝えるというプログラムを実施。 

午前中は一年間に実施した奉仕活動についての報告会。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 







 



クラブ活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高師浜 RC・羽衣 RC 合同新世代青少年交流会開催 
 

去る 7 月 28 日㈭に、高師浜 RC・羽衣 RC 合同で、高石市姉妹都市協会が招いている、米国ロ

ミタ市からの交換学生をお招きして、楽しいひと時を過ごしました。 

高石市とロミタ市は姉妹都市提携を結んでおり、２年に１度、この夏の時期に、ロミタ市か

ら交換学生が来られます。 

その折々に、交換学生と引率者、そのホストファミリーをお迎えし、歓迎納涼例会を開いて

います。 

本年も、総勢 65 名の出席者で、盆踊りやカラオケをご一緒に楽しみました。 



短期青少年交換事業を終えて思うこと 

                      

堺ＲＣ 国際奉仕委員長 藤井 利憲 

 

6 月 29 日、ドイツからの受入れ学生 ジェイコブ・

ドイッツェル君 15 歳をお迎えし 7 月 14 日の例会にて

バナー交換と、ご紹介をさせて頂きました。 

例会では、簡単な自己紹介しか出来ませんでしたので、

ホストファミリー以外の家庭を知ってもらいたいと思

い、例会後自宅へ招待致しました。とても、利発な青

年で、パソコンでドイツの資料を用意しており説明な

どを聞き、長時間の楽しい交流が出来ました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

派遣学生の下川晃来君 15 歳も無事帰国し、8 月 18

日例会にて帰国報告をして頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 とても、充実したドイ

ツでの経験をしてきた

そうです、国際奉仕委員

長として、青少年交換事

業に参加出来大変勉強

になりました。 

早朝のお迎え、送り出

し、歓送迎会等、地区役

員の方々の活動奉仕に

改めて感謝申し上げま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

過去からの学校建設に尽力してまいりましたが、この地域は、子供たちに水を確保するために、遠くまで水を運ぶことが義務

付けられています。折角、学校を建設しても満足に学校へいけないのが現状です。 

子供たちに勉強できる環境を一日でも早く作るために、水の供給問題について、支援を計画しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒590-0985 堺市堺区戎島町４-45-１ 

ポルタスセンタービル１階 101 号室 

TEL（072）223-1000 

FAX（072）223-1005 

URL : http://rid2640g.com/fukui/ 

E-mail : fukui2016@wind.ocn.ne.jp 

南海本線 堺駅(西出口)すぐ


